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財団法人日本野鳥の会三重県支部 19 9 7年度総会議事録

開催日時 1 9 9 7年4月20日9時30分より

開催場所 三重県生涯学習センター中研修室

1. 開会

2. 支部長挨拶

3. 議長選出 議長谷本勢津雄

議事録署名人選出 議事録署名人坂口 守、西口章一

4. 議事

(1) 1996年度事業（活動）報告承認の件

①編集部 《世古口有司編集部長》

1. 三重県支部報「しろちどり」を4回 (5月、 8月、 1 1月2月）発行した。

2. 支部報別冊の発行を計画していたが、発行に至らなかった。

②研究部 《木村京子編集部長》

- 1. 三重県から以下の委託調査を受託し実施した。

「平成8年度烏獣保護区設定効果調査委託事業」

「平成8年度ガン、カモ類一斉調査事業」

2. シギ・チドリ全国カウント(1996年秋）に参加し、以下の場所を調査・報告した。

鈴鹿川河口～鈴鹿川派川河口、田中川河口、志登茂川～安濃川河口、三雲町の海岸と後背地、

愛宕川・金剛川河口と後背地

③企画部 《橋本祐子企画部長》

1. バードウィーク企画（テグス拾い、密猟パトロール）を実施した。

2. リーダー研修会 (6/30子供と楽しむバードウォッチング研修会）を実施した。

3. 野烏講座を以下のように実施した。

4/14 「五十鈴川と烏」講師：杉浦邦彦 三重県支部長

1/26 「志登茂川・安濃川河口の環境と烏」講師：木村裕之研究部長

4. 木曽崎干拓地に関する企画として、以下の事業を実施した。

愛知県野鳥保護連絡協議会との合同探烏会(12/22)

「NHK津ぎゃらり一」での写真展01/26~ 12/1) 
,-. 5. 計画していた「親子バードウオッチング」は都合で実施できなかった。

6. 販売等の事業は西村泉に担当していただいた。

7. 看板立てや調査、探鳥会などのシロチドリ保護活動を応援した。

8. 交流会を4/14総会終了後、2/9「パードクラフトを楽しむ会」の2回実施した。

9. 以上の他に、岩田池探烏会を三重動物学会と合同で開催した。

④保護部 《木村京子事務局長》

1. 今年から県の上野土木事務所は工事の計画を教えてくれるようになった。

2. 水晶川の保護に成功した（自然のまま残されることになった）。

3. 上野新都市の池の保護に成功した（半分埋め立てられていたところを、元に近い状態に

復元してもらった）。

4. 名張市が上三谷川の河川工事を近自然工法でやり疸した。

5. 田中川河口干潟で底生生物の継続調査を行った。

6. 木曽川下流工事事務所と共にコアジサシの繁殖地造成実験を行い、報告書をまとめた。

⑤事業（活動）概要《木村京子事務局長》

1996年度に初めて受託した「愛烏モデル校巡回指導委託事業」での講師派遣や、探鳥会へ

のリーダー派遣、他の団体への協力、その他支部として関わった活動等について報告があった。
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(2) 1996年度決算報告承認の件

01996年度の決算について、総会資料「1996年度決算報告」のように楢原財務部長から報告があった。

01996年4月1日~1997年3月31日について会計監査を行った結果、正確であったとの報告が西村

幹和から行われた。

◎出席者より「探鳥会の保険はどうなっているのか」との質問があった。これに対し、木村京子事務

局長から「探鳥会の保険は本部の方で掛けている。会員の会費から支出されていると思われる」と

いう旨の説明があった。

◇ (1) (2) の報告については、拍手をもって承認された。

(3)役員の選任の件

〇下記の役員案が支部長より提出された。

《監事》

世古口有司、高和義

《理事》

北勢：市川雄二、尾畑玲子、木村京子、木村裕之、楢原 薬、藤田克三、村田芳雄、矢田栄史

津 ：高橋松人、橋本富三、平井正志

松阪：谷本勢津雄、中村洋子、西村四郎 い、,..___,,, -—~ 

南勢：今村禎、小坂里香、杉浦邦彦、橋本祐子、林淳子、西村泉

伊賀：武田恵世、塗矢博一、前澤昭彦、山中久次

◇上記支部役員案は、拍手をもって承認された。

(4) 1997年度事業計画案承認の件

①編集部 《世古口有司》

支部報「しろちどり」を年4回発行する。

②研究部 《木村京子》

1. ガン・カモ調査を実施する。 (1月）

2. 三重県等の委託調査。

3. シギ・チドリ全国カウントに協力する。

③保護部 《武田恵世》

1. 三重県内の保護すべき自然のリストアップを行う。

2. ナショナルトラストに徐々に取り組んでいきたい。

3. 木津川、久米川については、関係行政機関と協議しながら自然を大切にする河川工事を進め、

他団体とも協力しながら住民の啓蒙を図っていきたい。

4. 古野川、水晶川については、行政や地元住民と共に、整備、管理方法を協議していきたい。

5. 上野新都市、森林公園内の保護が決まった池については、上野環境保全会議と共に希少生物

の保護池として整備していきたい。

＾ 

＾ 

6. 名張市上三谷川については、今後適切な近自然工法が行われるよう、名張市と協議しf力ぷぎ~~~~

たい。

7. 田中川河口については、県や河芸町と協力して保護に努め、継続調査を進めたい。

8. これ以上の伊勢湾埋め立て禁止を目指して、運動を進めたい。

9. コアジサシ繁殖地造成実験を進めていきたい。

10. 木曽崎千拓地のサンクチュアリ化を目指して活動していきたい。

11. 三滝川、宮川、石垣池付近の工事に対し、地元に積極的な会員がいれば協力したい。

④企画部 《橋本祐子》

1. 探鳥会については、総会資料「平成9年度行事予定表」に準じて行いたい。

2. バードウィーク企画として、以下の事業を行いたい。

・テグス拾い探烏会 5/10松阪市 5/11四日市市磯津

4 しろちどり I7号



,-_ 

＾ 

・NHK津ギャラリーでの写真展「釣り糸、釣り針を捨てないで」 5/12~ 5/18 (5/12は搬入）
・密猟パトロールを警察と協力して行いたい。（日時は未定）

3. リーダー研修会を 7月に行いたい。

4. 野鳥講座を4月20日（総会終了後）に開講したい。

講師：市川雄二副支部長 テーマ：減少する野鳥たち

5. 事業担当を小坂里香にお願いしたい。

6. その他

◎以上の事業計画案については拍手をもって承認された。

(5) 1997年度予算案承認の件

総会資料「平成9年度予算案」のように予算をたてたい。

◎ 1997年度予算案は拍手をもって承認された。

5. その他

(1)シロチドリ保護実行委員会からの報告《平井正志》

1996年度のシロチドリ保護活動について報告があった。

(2)連絡事項

6. 閉会

＊閉会後第 1回理事会を開催し、以下の通り互選により役職を決定した。

（支部長） 杉浦邦彦 （副支部長） 高橋松人、市川雄二

（監事） 世古口有司、高和義

（財務部長） 楢原 薬 （企画部長） 橋本祐子 （保護部長） 平井正志

（編集部長） 谷本勢津雄 （研究部長） 木村裕之 （事務局長） 木村京子

（文中敬称略）
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目と耳をすましてごらん
杉浦邦彦

今年の冬は寒暖の差が大きく自然界の生物た

ちは、そのストレスの対応に大へんなようで

あった。そこで私が住んでいる伊勢の野帳メモ

を覗いてみた。

例年、人目につくウメ、サクラ、ッツジ、フ

ジは、 2月下旬から開花がはじまり 5月初旬に

かけて順序よく咲き、新緑の変化があった後は、

常緑広葉樹の落葉が 5月中旬から 6月上旬にか

けて発生し梅雨に突入するのが“自然のこよみ”

であった。

今年は、 1月初旬は暖冬で下旬ごろは厳しい

低温（気温ー 6°C)が2日ほど続いた。さらに 3

月中旬から下旬には初夏と思えば、また冬を感

じさせる日々が連続した。そんな気温の変化で

植物が生育している場所によっては、ウメとサ

クラが同時に開花し、サクラの満開も樹によっ

てバラバラ、執筆しているのは 5月5日である

が、ッツジ、フジは満開となり、例年より半月

も早い。常緑樹の落葉はこれも早くも 8割方が

古い葉をふるい落としている。寒波のために葉

が凍傷を起こし葉緑素が壊れて表面が茶褐色に

変化しているのでそれとわかる。そんな樹は新

芽の発芽が早く、山腹の緑はブロッコリーの形

をして赤緑、黄緑、白緑といった多彩な変化を

したキャンバスが目に眩しい。落葉樹のケヤキ、

モミジは同じ一本の樹でありながら幹から分か

れた枝毎に新緑の具合がまちまちであることも

不思議である。

さて、野鳥に目を向けてみよう。例年の 4月

上旬から中旬は冬鳥と夏鳥の交代月で、 4月中

旬となると鳥相はすっかり変わる年が多い。で

も、今年は遅れ気味に低温日が続いたせいか少

し違うようであった。

五十鈴川の上流から宇治橋、新橋、浦田橋と

五十鈴公園の池の付近の朝と夕方のことであっ

た。 3月10日の午後 5時頃のこと、オオタカ

2羽が山のねぐらへ帰る途中であろう。それを

1 0羽のハクセキレイが警戒の声をそれぞれに

発して攻撃をしている姿は戦中の日本軍と米国

軍の空中戦を思い出させてしまった。ツバメは

3月18 B午後 5時頃2羽の姿を見せたのは例

年通り。ウグイスの 1~4羽の縄張り宣言の歌

は、まさに人にとっては花にウグイス風情があ

るが、「も一結構」と聞こえるさまはいささか気

の毒にさえ感じる。ビンズイ、アオジは4月3

6 しろちどり 17号

0日、シロハラは同 26日、ッグミは同じく 2

88に姿を見たのが最後であった。夏烏は、ク

ロッグミが4月21日、ヒガラが4月23日、キ

ビタキ4月24日、ササゴイ 4月28日、セン

ダイムシクイは4月30日、アオバズクは 5月

5日にそれぞれ確認。（姿と囀鳴）ヒヨドリが北

へ帰る大群 (15 0羽）を 4月20日に、 5 0 

羽を4月25日に家（浦田 2丁目）の近くで観

察。どうしたことか、 4月24日に五十鈴川の

土手で 10羽の群でスズメが繁殖行動をするこ

ともなく集団生活をしていたのには驚かされた。

河口部のヨシ群落の消失の影響だろうか。サク

ラの花密を啄む行動（花を基部からくちばしで

切り離し、基部にある密袋をくちばしでしゃ

ぶった後、花を落下させる行動）「文化？」の拡

大のせいなのだろうか。その他の原因なのだろ

うか。スズメの行動については興味あるところ

をいつまでも観察することができた春から初夏

のことであった。

映画と鳥と
西村幹和

大空から一枚の羽が舞い上がり、風に流され

車に巻き上げられながらバスを待つ男の足元に

舞い降ります。彼はそれをひろいあげカバンの

中の絵本にそっとはさみ込みそして話し出すの

です「人生はチョコレートの箱………。」

これはアカデミー賞6部門に輝いた「フォレ

ストガンプ」の冒頭シーンですが、この一枚の

羽で（たぶん「タカ」？）彼の波乱に満ちた不

思議な人生を現しているように思います。

このように映画の中に鳥はいろんな形で出て

います。例えば力強さを「タカ」で表現したり、

季節を現すのに「鳴き声」を使ったり、「夢」と

か「自由」を現すために彼らの一番の特徴であ

る「飛ぶ」ことを度々使っています。又、題名

の中にも鳥は出てきます。

先日、懐かしくて久しぶりに借りてきた「ア

ラバマ物語」（この原稿を書くきっかけとなりま

した）原題は "Tokill a Mockingbird"さっ

そく調べてみる。「モノマネドリ 米国西部及び

西インド諸島に多い 他の烏の鳴き声を巧みに

まねる」なるほどこれなら映画のラストがよく

わかります。

こんなふうに映画の中のバードウォッチング、

なかなか楽しいものですよ。

さて、今夜はどんな出会いがあるのかな•••…。

＾ 
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探鳥会報告
0岩田池探鳥会（津市青谷）
・日時： 1997年2月2日（日）10: 00 ~ 11 : 45 晴

・担 当：西浦克征

・参加者： 7 0名

・観察種： 3 1種
材ヅロ スズがモ IIシビロがモ キンクロ1心ロ 7/)'モ Jカミモ オカ3シカゞモ カルがモ ミJ7イサ オオ11'

ン /¥'ン カイツプリ 切 7村ギ IIシアトがうス Ii;; がY力双 村クカ キシ・11'卜 7オジ りゲイ

ス ッグミ シロ／＼う 7カIIう カワセミ 材グロ ll?t礼イ ジョ呪クキ シゾ1ーカう 力りう切 双メ

メジロ

穏やかな日でゆっくりカモ類を観察することが

できた。一般の参加者が多く、探鳥会は初めてと

いう人が多かったので、鳥の仕草や美しさに感激

している人もありました。（西浦）

〇磯津探鳥会（四日市市磯津町）

・日時： 1997年2月6日（木）10: 00 ~ 12:30 晴

・担当：高和義

・参加者： 1 7名

・観察種： 3 5 + 1種
切 7'1J IIジロカイツプリ カンが）カイ＇ガリ カ'l9 Jサギ 7村ギ カルがt Jがそ オナががそ Ii;; 

ビロがモ ホシ／＼ジロ キンクロIIグロ スズがそ ウミ7イサ 11'ン ケリ イYシギ 1リカモメ セゲロカそメ II 

クセ礼イ セグロセキレイ りミネJ t3ドリ モズ ヅョりピタキ ッグミ ボオジ□7オジ オオゾュリン カ
りうヒり 双メ ムクドリ IIシがJがうス IIシプトがうス （特）ヌートリア

細かい所まではっきり見られました。（大田見）

野鳥の種類・数の多さに驚いた。又、ヌートリ7に出

会えたのも面白かった。（井上）

日頃退屈な時間を送ることがあったが、探鳥会

に出席して鳥の多いのに驚いた。これからも機会

があれば参加したい。（関藤）

〇亀山一金探鳥会（亀山市椿世町）

・日時： 1997年2月7日（金）9:00~12:15 晴

・担当：楢原葵

・参加者： 1 8名

・観察種： 3 2種
切り Jサギ 7村ギ Jスリ ケリ タゲリ クサシギ イ'}シギ キシ'!¥'ト が汁！ミ Jゲう 社キレイ

IIクセキレイ tグロセキレイ t3ドリ モズ シ・・,ウビクキ ン□IIう ッグミ りゲイス lナが シジューカう
メジロ ポオジロ カカタ 1カ 7オゾ イカル ソメ 双ゞメ ムクドリ IIシプトがうス IIシ本ツがうス

テーマ「！スリを探す」で最初の頃に！スリの帆翔が

見られた。今日は数種の鳥が、我々に対してデモ

フライトを見せてくれて、肉眼でもよく見られた。

開発現場の近くは烏が少ないようである。

〇支部交流会、ミニ探鳥会（伊勢市五十鈴川）

・日時： 1997年2月9日（日）13:00 ~ 15: 00 晴

・担当：林淳子

・参加者： 8名

・観察種： 24種
ッグミ ll?tキレイ t?'□tキレイ キtキレイ クヒIi'リ オオジュリン Jサギ イカルチトゞ lj 7オゾ A? トす
リ 双メ トビ ミサゴ カリtミ カルカ＇モ カイツ7'リ !¥"ン モスマ カりうヒリ ルリビクキ シ・,りビ
クキ ウグイス かJ lナが
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〇多度峡探鳥会（多度町）

・日時： 1998年2月9日（日）9:00 ~ 12:40 晴

・担 当：藤田克三

・参加者： 8名

・参加種： 3 2種
力りウ タ’ィサギ 7オサギ カルカ't J力’モ キンクロIIジロ Jスリ チュウヒ クイナ ケリ タゲリ イソシ

キす クシギ l¥7tキレイ t7'ロセキレf t3卜＇リ モズ キシ,,「卜 "!7'ミ 7オシ＇ ウク＇イス シシ'1-

ヵぅ メシ＇ロ ポオシミロ カシうダカ オオジュリン カりうヒり イカル スス＇メ M卜'IJ IIシプトがうス IIシ

和1かうス

今冬は冬鳥が多いようですが、種によっては少

ないようです。例えばマヒりやミヤマホオ1/--□などはよく見
られますがツリスがうなど芦原に住む鳥など又、タヒ1い）

も少ないようです。

〇亀山水曜探鳥会

・日 時： 1997年2月12日（水）9:20~ 12:00小雪

・担当：伊藤多紀子、楢原薬

・参加者： 7名

・観察種： 3 1種
マカ't /¥;, ビロがモ 7村ギ I¥'ン ］スリ キシ'11'卜 7オI¥'卜 Jゲう 社キレイ セグロtキレi t 

3卜'IJ tスゞ ミソサがイ シ,,りt'クキ ルリピタキ シ□I¥う ツゲミ ウグイス シシ,1ーカう lナが メ
ゾロ ホオゾロ カシう夕す力 7オジ が9うヒり ガ スズメ ムクドリ カケス I¥シ*'1がうス I¥;, プトが

うス

雪の降る中他市からの参加者の方々に頭が下がり

ました（どうもありがとう）テーマ「アオバトを

探す」・吹雪の中、神社の上空を 11羽のアオバト

が群で飛んでいる様子を観る。雪雲があき、日差

しが出るとアオバトの胸がクリーム色に輝きとて

も美しかった。

〇五十鈴川探鳥会

・日時： 1997年2月13日（木）9:00 ~ 11 :30 晴

・担当：林淳子、吉居瑞穂

・参加者： 2 0名

・観察種： 36種
ッゲミ カりうtり ゾョりビクキ モズ かJ ヤマがう シシゞューカう キシ： イカルチト：リ セグロセキレイ
IIクtキレイ キtキレイ タt11'リ ムクドリ カりtミ カルがモ マがモ Jがモ カワウ Jサギ カイツJ'IJ

IIイクカ トピ IIシず'}がうス IIシ7'卜がうス スズメ キシ々！（ト ト,I¥'ト 7オヅ ホオシぐ□オオシ,1 
リン Jゲう りゲイス t3ドリ Jスリ イりツIIゞメ

風も冷た＜寒い日だったが新しい会員の参加が

あり、鳥たちもにぎやかに 36種。五十鈴川の人

気者のカリセミがホバリングや餌取りと皆を楽しませ

てくれ、楽しい探鳥会だった。

〇松阪公園探鳥会（松阪市殿町）

・日時： 1997年2月20日（木）9:30 ~ 11 :30 晴

・担当：中村洋子宮田たつ

・参加者： 1 4名

・観察種： 1 6種
ス7-,'メ ヒ，ンス，＇ィ ックぐミ /\ンボ '•J力＇ぅス キレンシミャク ヒレンシオャク メシミロ シシ>1-力う Jゲう 力り

うヒリ ヤマカぐう シメ キシ・,「ト ヒ3卜'I) シロ／＼う 卜・,「ト

暖かいお天気に恵まれ、 1 5羽ほどのレンジャク

が飛んできた。よく見るとキレンシ` ャク、ヒレンジャク両方混

じっていました。

＾ 

＾ 



＾ 

＾ 

〇尾鷲探鳥会（北牟婁郡海山町）

・日時： 1997年3月2日（日）10:00 ~ 14: 30 晴

・担当：三村通雄北川直人

・参加者： 1 3名

・観察種： 46種

イゾtヨドリ ヤマがう 力?tミ ヤマtミ J/ュケイ カりり モズキシ・11'卜 りゲイス IIシアトがうス

トビ 砂ドリ 双メ シジュ汁ぅ t3卜'IJ 7オグ マカ,'I: キン カイツ7'リ キtキレイ /¥シお1が

ぅス ヒト中リカ令モ ヘぐこマシJ ネオジ□/¥クセキレイ りミり ミサJ' りミネJ セグロカモメ 10サギ シ0カ
そメ メ/O 7オすギ t7'叶礼f ゾJりじ舛 rtが 加う切 Jサギ オオtグロカ｛メ 1リカモメ
J'イサギ ト,II'ト ,t/¥'1) 本シ氏,・o t力よう オシドリ

尾鷲港、矢の川は鳥が少ないので海山町中心に

歩きました。ハマナツメの自生地（日本北限）も

見てもらいました。ベテランに助けられて沢山の

種類を観察できて良かったと思います。べこマシJが

ゆっくり観れました。

〇亀山一金探鳥会（亀山市椿世町）

・日時： 1997年3月7日（金）9:00 ~ 12: 10 晴

・担当：楢原薬、伊藤多紀子

・参加者： 1 3名

・観察種： 2 7種
タよイサギ 7オサギ Jグュケイ ケリ キシ'11'ト カりtミ ヒI¥'リ キセキレイ /¥クセキレイ tグotキレイ

クti¥ゞリ ヒ3卜ぐリ モスす ゾョりtょクキ ッゲミ りグイス Iナが シシ`ュり力う メジ0 カシうrカ ホ
オシ・o 7オシ々 力りうtヮ ススょメ ムクト，リ /¥シ7'トカすうス /¥シホゞ')力すうス

鳥だけでなく植物、昆虫、上なども関連して見

ていかなければと思う。モズが雌に餌を渡している

のが見られて可愛かった。

〇篠田山探鳥会（松阪市久保町）

・日時： 1997年3月8日（土）9:30 ~ 12:00 晴

・担 当：宮田たつ 中村洋子

・参加者： 1 2名

・観察種： 1 9種
ミヤマホオジロ 双令メ ッグミ シ・,りt・クキ シジュり力う 力りう切 シロIIう ヤマがう ヒがう 7カウ'I
か/ Jケぐう メシ9□7オシ' IIシrトカ＇ぅス I¥シ本・・;カずうス トビ ヒすンスぐィ ヒ3卜今LJ

暖かいけれど風の強い日だった。烏も風の少な

い日溜まりにいるんだなーと。ゲうンドでミヤマホオジロと

双｀メの群が観察できたのが印象的だった。木の下

で襲われたらしい羽が沢山見つかった。かわいそ

うだけれど自然界の姿なのだと……。

〇神社の森と野鳥（伊勢神宮外宮）

・日 時： 97年3月8日（土）13:00~14:30晴後曇

・担当：杉浦邦彦小坂里香林淳子

・参加者： 2 2名

・観察種： 2 6種
マがモ Jカモ オカ3シカ令モ が乃 7オサギ ]'イサギ 11'ン カ吐ミ Mセキレイ セク：utキレイ キt
キレイ t3卜'lj スス`メ り,・イス ン011う メシ・u ヤマカさう ,uシ' 7オシ＇ シ、 3ウt'クキ /¥シ7ゞ卜が

うス /¥シホ々ゾカぐうス カモメsp 卜t令 オオクカ ト'11'卜

渡りも間近に迫ったカモの群。春の日差しの中

で求愛ディスプレイをしたり羽つくろいをしたり

のんびりしていると思ったら、突如緊張とざわめ

きが。池のほとりの枯れ木にオオタカが止まって

いたのでした。普段はなかなかゆっくり見られな

いオオタカを参加者全員で確認できました。

〇多度川探鳥会（多度町）

・日時： 1997年3月9日（日）9:00 ~ 12:20 晴

・担当：藤田克三近藤義孝

・参加者： 1 3名

・観察種： 40種
カイツ7'リ カりウ マカ＇そ カルがモ Jがモ ヒト＇リカ＇モ ホシ／＼シマ□キンクロ／＼シずロ クそイサギ Jサギ
7オサキそ オオクカ Jスリ チ1りt I¥ヤ7'サ チョりゲンがり ケリ タゲリ イソシギ クシギ キシ・,「ト

ti¥'リ ／＼クセキレイ セゲロセキレイ tヨドリ モス＇ ッグミ りゲイス ピンズイ シヅュウカう ホオゾロ

7オヅ カシうダカ オオゾ 1リン カリうヒり イカル ムクドリ スス令 j. I¥シが＇）がうス ／＼シアトカ＇うス

多度川の下流ではウグイスの初鳴きを聞き揖斐川では

和ウゲンホ汀グ、Jスリ、ケリ、タゲリ、多度大社ではJスリ、オオタカ、

I¥ヤアサ、イカル等が出てくれました、鳥たちに感謝！

〇亀山水曜探鳥会（亀山市江ヶ室町）

・日時： 1997年3月12日（水）9:20 ~ 12:00 晴

・担 当：伊藤多紀子

・参加者： 1 7名

・観察種： 2 6種
カイツ7'リ マカ't I¥'ン ケリ キシす キシ・,「ト コケぐう キセキレイ セク'atキレイ t3卜＇リ モス' : ノ

□ I¥う ックキミ ウグイス シシミュり力う ヤマがう Iナカ＇ メジロ ホオジロ カシうク’ヵ アオヅ カりうヒり
スス＇メ ., ドリ ／＼シ7'トカ＇うス ／＼シホ'1カ＇うス

シロハラをゆっくり観察できた。冬枯れの葦の

そばをイタチが出没、何年ぶりかな。来年度の探

鳥会の回数が少ないので残念との声がありました。

〇早春の山里りオッテンゲ（伊勢市やすらぎ公園）

・日 時： 1997年3月13日（木）9:15~12:00薄曇

・担当：吉居瑞穂林淳子

・参加者： 1 8名

・観察種： 2 5種
ミヤ対オジn り1 t3ドリ Itが 7オジ シジュウカう ヤマがう キシ'/¥'ト シロ/¥う りグイス ツクす

ミ メシ・o Jゲう ポオシず〇 オオクカ トビ 1スリ /¥シ7'卜がうス /¥シ木：＇）がうス スス→メ カルがそ
J力't マカ,t 力りり ヶlj

ウソによる桜の花芽の食害のひどさを観察。カ

モ、ッグミなどの冬鳥の移動がはじまっているの

か、 1~2月よりずいぶん少なくなっている。観

察中に木の枝を折った人があり、最初の注意を

怠ったことをリーダーとして反省。

〇亀山一金探鳥会（亀山市椿世町）

・日時： 97年4月4日（金）9:00~ 12:40曇ー晴ー雨

・担当：楢原薬伊藤多紀子

・参加者： 1 3名

・観察種： 3 1種
カりり カルがモ Jシ中ュケイ キシ令 ケリ キン'/¥'ト カりtミ Jケマぅ ti「リ ッI¥'メ キtキレイ /¥クセキ

レ{ tグotキレイ t3卜'!) モスク シ・,ウヒ中タキ シ011う ツりぐミ ウグイス Itが シシ,1ウカう メン→

D 7オンさ ポオン'0 カりうヒり イカル シメ スズメ ムクト'I) /¥シ点'/がうス /¥シ7'卜がうス

タカ類が見られず残念。カリセミをもっとゆっくり見

たかった。
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〇神路川ラインセンサス（伊勢市今在家町）

・日時： 1997年4月12日（土）13:00 ~ 13:57晴

・担当：杉浦邦彦林淳子

・参加者： 3 2名

・観察種： 8種
t3卜'1J4 I\シホ'•)がうス 1 カワうヒり 7 卜・11・ト 2 ヤマカ＊う 5 シシすュり力う2 7オジ 1 ウゲイス 1

昔の五十鈴川の環境と違って、すっかり河川の

様子が変わった。新緑が美しい、その割に鳥の数、

種類が少ない。これから毎月 1回のロードセンサ

ス結果がどうなるのか輿味がある、ちょっと観察

データ取りが高度だったかな。

〇亀山水曜探鳥会（亀山市江ヶ室町）

・日時： 1997年4月16日（水）9:20~12:00 晴

・担当：伊藤多紀子楢原葵

・参加者： 2 3名

・観察種： 3 0種
カイツ7・リ カりウ カルカ・モ IIシt'ロカヤそ J・イサキ. 11・ ン コシふュケイ キシ・ キシ・11・ト 7オ11・ト J 

ヶすう ツ11・/, t1'□tキレイ t3ト'JJ モス3 シロ/¥ぅ ック・ミ りグイス It力中 メシ・ロ 本オシマロ カ
シうダカ 7オン カりうヒワ イカル シメ スズメ ムクト'lj /¥シ本.,,がうス /¥シ7令卜がうス

/1 .• ンの卵が1個巣にある、無事に雛が孵りますよ

うに。探馬会にタヌキを見た、もう少し長く見ら

れれば良かった。さえずりを聞くことができた。

0バードウオッチング入門（津市偕楽公園）
・日時： 1997年4月19日（土）9:30 ~ 11 :30 晴

・担当：橋本祐子西浦

・参加者： 9名

・観察種： 1 8 + 1種
切ウ カりうヒり ユリカモメ 7オサギ 双：メ t3ドリ ツ11・メ IIシプトがうス /¥シ本・v力`うス シジュウ
ヵぅ ッゲミ キシ'"11'ト ムクトマリ Jゲう 7オシぐ 卜・11・ト ヤマがう シ011う 7カIIぅ？

公園の南側の森が伐られ造成されてショックだっ

た。カリうヒリがよく見れて良かった。鳥を見つけるこ

つが鳴き声に気づくことだと思った。カリうヒりがよく

見れて、次回見てもわかると思う。など

〇宮川河口探鳥会（伊勢市大湊町）

・日時： 1997年4月24日（木）9:30 ~ 11 :30 晴

，担当：小坂里香西村、林、吉居、橋本

・参加者： 1 3名

・観察種： 2 5種
キョウシさョシギ チュウンャクシギ /¥マンギ メダイチドリ ダイサギ 7オfギ 切り カイツ7'1) 3シカ：モ

］が｛ マカゞモ トビ /¥シ点'}がうス 1リカモメ tグロカモメ ツII'メ ムクドリ 双ミメ モズ 材
ン中口 tッカ ンロチドリ イソンが (t11・・1),Jサギ終了後）

干潟までの距離が遠いのと、強風のため自分の

双眼鏡ではよく見えなかったのが残念だったが、

シギやチドリが石とよく似た模様で自分では見つ

けられずフィールドスコープに入れてもらって綺

麗に見えた。

〇松阪公園探鳥会（松阪市殿町）

・日時： 1997年4月25日（金）9:30 ~ 11 :30 睛

1 0 しろちどり I7号

・担当：中村洋子宮田たつ

・参加者： 1 5名

・観察種： 1 5種
スス中メ 7オシミ カりうヒり t3卜`リ ック中ミ /¥シホ'yカマうス ツ11'メ キtゞクキ ウグイス 7カIIう Jゲ

う キシ'/¥'ト ムクト々リ モスさ 卜,II'ト

家の近くで「ビイーンビイーン」と鳴く烏がいて、

どんな鳥かなあと思っていましたら松阪公園でそ

の声を聞きカリう切だとわかりました。キビ舛がいたが

すぐ飛んでしまい、じっくりと見られなかった。7

力IIうが綺麗な声でさえずっていた。

〇多度峡探鳥会

・日時： 1997年4月27日（日）9:30 ~ 12:20 晴

・担 当：藤田克三

・参加者： 1 1名

・観察種： 1 9種
オオタカ キン11'ト キン. Jゲう キtキレイ ヤマがう ノシ‘ュウカう rtが カワうヒり イカル ウグイス

オオルリ ツ11・メ ヒ3ドリ 本オジロ スス：メ カケス IIシプトカようス メ;--□

今日は渓流の自然を考えようということで、

瑞々しい若葉の中イカルの囀りオオルリの美しい姿等や植

物を観察した。天気も良くハイカーも朝から大勢

つめかけていた。

〇五十鈴川上流の鳥と自然（伊勢市五十鈴川）

・日時： 1997年4月27日（日）9:30~12:15 晴

・担 当：世古口有司

・参加者： 2 0名

・観察種： 2 3種
力り'J 7オサキか トヒ. Jシ・ュケイ キシさ11・ト Jゲう 力りtミ ッ11・メ キセキレイ セク・otキレイ tヨトさ

リ ウグイス オオがJrtが ヤカう ンジュり力う メジn ホオジ〇 カりうヒり 双メ カケス ／＼シポ

1がうス /¥シ7'卜がうス

美しい新緑の中で、植物やカエルの声など、鳥

だけでなくいろいろ楽しめたのは良かった。川が

ひどいことになっているのに驚いた。

〇夏鳥を探そう探鳥会（三重県民の森）

・日 時： 97年4月30日（水）9:30 ~ 11: 10曇後雨

・担当：矢田栄史高和義

・参加者： 2 3名

・観察種： 1 5種
t3卜'IJ Itが tンダイムシクイ Jゲう か乃tリ メジロ オオルリ コシさュケイ ウグイス イカル ヤマカオ

う キシ・11・ト さすシ＊□ /\シ木·•;カ中うス ／＼シ7・トカぐう］

朝から天候が心配でしたが、 1 1時頃から本降

りになり、予定より早く終了した。テーマは「夏

鳥を探す」。センダイムシクイの囀りやオオルリは遠かったが、

朝明川の水辺近くの松の木のてっぺんで艶姿と美

声を全員で楽しむことができた。林の中で1ナがが

子育て中らしく虫をくわえる姿を確認、急いで移

動した。又、植物ではチゴユリやマムシグサを観

察した。

＾ 

~-、



＾ 

シロチドリ繁殖保護速報
昨年に引き続き、吉崎海岸と豊津浦にお

いて三重県支部は繁殖保護活動を実施して

いる。両地区とも 4月初めまでに保護柵と

看板の設置を終えた。

吉崎海岸では4月 10日から観察が開始

された。 1 3日以降はシロチドリ成鳥が 1

7羽から 21羽観察されており、 4月29 

日からはそれに加えて、 30羽前後のコア

ジサシが観察されている。今年もコアジサ

シの集団営巣が期待される。自然海岸での

コアジサシの営巣は国内では既に極くまれ

になっており、今年も営巣するならば吉崎

海岸は貴重な自然繁殖地となるであろう。

9 またコアジサシの営巣はシロチドリの繁殖

成功率を向上させるものとも考えられる。

豊津浦では4月中旬から支部会員による

週末の観察体制を組んでいる。保護柵を設

置した保護区では4月 13日に3巣が発見

されたが、残念ながら 19日には消滅して

いた。原因は今のところ不明である。それ

以降巣は発見されていなかったが、 5月 1

0日に田中川河口で 1巣が発見された。保

護区のすぐ南側の海岸では4月13日に 1

巣が発見された。巣のまわりに合計5枚の

看板を立て、巣に近づかないように注意を

うながした。周囲に野犬が徘徊していたも

のの 5月6日まで抱卵が確認され、5月 1

0日には 2羽のヒナの孵化が確認された。

保護区以外も含め、田中川河口から、津市

の志登茂川河口までで観察しているが、現

在 (5月10日）までに合計 15巣が発見

された。しかし、現在まで抱卵しているの

は4巣6卵、孵化したのはたったの 2巣で

ヒナ4羽だけである。今年の特徴は町屋浦

（津市）でごく限られた場所に 6巣が発見さ

れたこと、ごく早い時期 (4月19日）に

ヒナが発見されたことである。集団で繁殖

とまでは言えないかもしれないが、条件が

許せば、かなり、接近して繁殖するのであ

ろう。これまでの繁殖成功率は 1巣が2羽

の親鳥で営まれていることを考えると、は

なはだ低いと言わざるを得ない。シロチド

リの行く末が不安になる。

支部保護部ではさ らに多く の会員が保護

活動に参加されるよう期待している。シロ

チドリの巣の発見は難しいとされているが、

ポイントを抑えれば案外とわかるものであ

る。シロチドリに素人の会員の参加も歓迎

する。素人の方はベテランと組んで、観察

に参加していただく予定である。三重県支

部ではかなりな会員が発見できるように

なっている。初夏の海岸をゆっくりと歩き

ながらできる最高の活動かもしれない。保

護活動に参加希望者は高和義 (TEL

）あるいは平井正志

(TEL )まで

しるちどり I7号 1 1 



クロハラアジサシー例の観察報告

多田弘一（嬉野町）

1 9 9 1年 1月より 19 9 6年 5月まで、

最近の 5年間に本邦で観察され、本部研究セ

ンターに公式記録として登録されたクロハラ

アジサシSterna hybridaの記

録は 23件ある。その半数以上の 12件が、

1 9 9 5年に集中しているのは、興味深い現

象である。クロハラアジサシは、稀な旅鳥あ

るいは迷鳥であるので、そのほとんどが 1羽

の報告である。しかし、 1 9 9 2年2月茨城

県の 38羽、 1 9 9 5年 9月宮崎県の 10 1 

羽、同年 10月熊本県の40羽の観察記録は

驚くべきもので

ある。

三重県下にお

いては、榎本健二

氏により報告さ

れた南牟婁郡御

浜町における 1

9 9 5年 9月 2

7日より 28日

の 7羽、同年8月

2 2日より 27 

日の 1羽、同年 9

月 3日より 4日

の2羽、同年 9月

1 1日の 1羽、同

年 10月4日の

3羽は注目すべ

き記録と考える。

筆者は、 1 9 9 6年 11月22日、一志郡香

良洲町高砂の養魚池近くの電線にとまり休息

する本種 l羽を観察し、記録撮影する機会を

得た。養魚池の水面上約 1メートルを、餌を

探しているかの如くフワフワと飛び、 Uター

ンして同じ経路を戻り、再び電線の同箇所に

とまった。近くの電柱の頂上にはユリカモメ

l羽がとまっていたので、大きさの比較に好

都合であった。

クロハラアジサシとハシグロクロハラアジ

サシの冬羽は大変によく似ているので、その

識別には慎重を要する。したがって、念のた

めに本部研究センターと山陪鳥類研究所に同

定を依頼した。本部研究センター野鳥記録検

討会は「目から後頭にかけて小さな縦斑と黒

斑が見受けられる事からクロハラアジサシと

1 2 しろちどり 17号

思われます」との事であったが、事務的なミ

スなのか？公式記録にはならなかった。

山階鳥類研究所の同定は「頭上のパターン

や腹部に残った黒色の羽毛からクロハラアジ

サシ成鳥の冬羽と思われます。この写真は非

常に鮮明に写っていることもさることなが

ら、電線にとまるクロハラアジサシという滅

多にお目にかかれないシーンをとらえた非常

に貴重なものと思います」との返事を戴き恐

縮した。

県下におけるクロハラアジサシとハジロク

ロハラアジサシの正式に報告された記録は少

ない様であるが、筆者が観察している一志郡

三雲町、同郡香良洲町、松阪市の海岸部では、

ハジロクロハラア

ジサシよりクロハ

ラアジサシの方

が、より稀である

と感じている。上

記の 23件中、 1

1月の観察例は 1

件のみであり、 5

月と 9月の観察例

が最も多い。一方、

ハシグロクロハラ

アジサシの県下の

正式な記録はない

ものと思う。

樋口行雄氏の

「三重県の鳥類相

（三重県立博物館

研究報告自然科学

第 1号 19 7 9)」、橋本太郎先生の「三重県

鳥類の分布と生態 19 8 0」以来、それに続

＜詳細な三重県鳥類目録の発表はない。三重

県の自然保護を主張するためにも、学術的進

歩のためにも、正確で情報量の多い三重県鳥

類目録の発行が待たれる。識別の確実と思わ

れる観察記録は、活字として残す事が非常に

大切であり、三重県下の記録は定期的に発行

される本誌が最も適していると考え、クロハ

ラアジサシの一観察例を報告した。

最後になりましたが、いつも野鳥観察に対

する貴重な御助言を戴く橋本太郎先生に深謝

しますと共に、紀南地方に於いて熱心に野鳥

を観察され、その貴重な記録を積極的に報告

されておられる榎本健二氏に敬意を表し、今

後の活躍をご期待申し上げます。

＾ 

＾ 
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1 9 9 7年春の初認・ 終認
（シギ・チドリ類を除く）

多田弘ー（嬉野町）

2月 9日ウグイス 1 初鳴 嬉野町中川

3月13日 アリスイ 1 終認三雲町喜多村新田

3月13日 アメリカヒドリd"1終認香良洲町高砂

3月14日 ヒバリ 1空中初さえずり 三雲町星合

3月17日チュウヒ 1 終認 三雲町曽原

3月19日ツバメ 2 初認 嬉野町算所

3月23日オオタカ幼烏1終認 三雲町五主

3月26日 ジョウビタキd"1終認 三雲町曽原

3月27日 アオジ 1 初さえずり 嬉野町中川

3月31日 チョウゲンボウ ~1 終認三雲町星合

3月31日ウミアイサ5終認 三雲町星合

3月31日ミサゴ1 終認 三雲町五主

4月 2日オオバン2 終認 三雲町五主

4月 8日マヒワ 32 終認 嬉野町中川

4月 8日 チュウサギ 1初認 三雲町喜多村新田

4月 9日ノスリ 1 終認 松阪市高須町

4月10日 コチョウゲンボウ早 1終認三雲町曽原

4月10日シロハラ 1 終認 三雲町五主

4月10日 ノスリ（頭部白化） 1終認三雲町曽原

4月11日カンムリカイツプリ 1終認三雲町小野江

4月13日クイナ 1 終認 三雲町曽原

4月17日アオジ夏羽 1終認 嬉野町中川

4月20日アカハラ 1 終認 嬉野町中川

4月21日アマサギ4 初認 三雲町中道

4月24日オオヨシキリ 2初鳴 三雲町五主

4月24日 タヒバリ夏羽2終認 松阪市高須町

＾ 
私の野鳥情報 「春の鳥たち」

矢田栄史（三重郡菰野町）

初認

3月18日 ツバメ

4月21日 オオルリ

菰野町三滝川

菰野町県民の森

4月21日 センダイムシクイ II 

4月21日は県民の森駐車場付近でオオルリ、カ

ワラヒワ、ビンズイが囀り、いい一時でした。

4月26日快晴の一日、家族で木曽三川公園へ、

長良川の葦原でオオヨシキリの声（初認）すく｀

近くまで寄ったのですが姿は確認できず、又、

園内ではアゲハチョウや種類はわかりませんが

トンボも今年初めて見ました。帰りに多度峡を

少し歩きましたが、午後遅かったせいか静かで

した。

秋から冬にかけて、自宅の庭にプロックを置き

パンくず等を蒔いたら入ズメが来ていました。

4月4日車庫で交尾を確認、その後巣造り、

4月29日初めて雛の声に気づきました。家の

近くでも 4ヶ所位からスズメの雛の声がしてい

ます。いつどうやって巣立つか楽しみです。

私の探鳥記録

一志郡 久住勝司

9 7年

1. 12 ウミアイサ(45)

1. 15 アメリカヒドリ (2)

1. 19 オシドリ (13)

2. 2 ミコアイサ(10)
オシドリ (7)

2. 22 ミヤコドリ (3)

ヒレンジャク (1)

2. 28 アトリ (26)

3. 2 シメ (1)

ミヤマホオジロ (7)

チョウゲンボウ (1)

3. 9 イソヒヨドリ (1)

3. 22 ミヤコドリ (2)
3. 23 イカル(16)

3. 30 マヒワ (10)

4. 6 コムクドリ (5)

4. 12 ムネアカタヒバリ (1)

4. 13 コジュケイ (1)

キジ (1)

ヤマガラ (1)

4. 19 サシバ(2)初認

オオルリ (1)初認

ゴジュウカラ (1)

雲出川古川河口

II 

君ヶ野ダム

奈良、水上池

＂ 
安濃川河口

嬉野町黒田

嬉野町川原木造

三雲町カヌー公園

嬉野町矢下

嬉野町川北

鳥羽湾

三雲町五主海岸

奈良県宇田町音羽山

三雲町カヌー公園

II 

嬉野町中村川

観音岳

I
I
I
I
 

藤原岳

I
I
I
I
 

志磨町にて 吉田義男

4月21日

ムナグロ 8羽 志摩郡磯部町下の郷の水田

しるちどり 17号 1 3 



諌早湾緊急救済アピール
〈ご協力のお額い）

日本野鳥の会三重県支部

報道などでご存じのとおり、長崎県諌早湾において、 4月 14日、干拓のための潮受

堤防の締め切りが農林水産省の手で強行されました。諌早湾は日本で最大規模の干潟

であり、野鳥の生息地として国際的にも重要な場所です。

今回の締め切りは、多くの議論が進行している中での強行であり、多くの自然保護団

体や世論の反発を招いています。こうした声を受けて、「諌早千潟緊急救済本部」及

び同束京事務所が自然保護団体間の協力体制で立ち上がり、水門の開放と干潟の生態

系の救済を目指して緊急活動を始めました。

諌早湾の干拓予定地に生息している生物は、ムツゴロウのほか、魚類20 0種以上、

エビ類40種以上、カニ類 90種以上、タコ類 3種以上、塩性植物シチメンソウの日

本一の大群落、ケイソウ類多数、そして鳥類 23 2種以上です。この世界的にも貴重 ,-. 

で豊かな干潟が今まさに消えようとしています。潮止めにより絶滅するであろう野生

生物は 20種を越えると言われています。

しかし、時間が少しだけあります。干潟の生き物が全減してしまうまでに、締め切っ

てから 50日以上はかかると言われています。その間に潮受堤防にある 2つの水門を

開ければ、干潟の生き物はある程度生き残れます。この水門から出入りする潮は、千

潟の 8割ぐらいを支えられるとのことですず。農水省が堤防を締める理由は主に「治

水」です。しかし、高潮などの災害が起きる可能性がない限り、この水門を開けてい

てばいけないという理由は全くありません。水門の開閉作業はたった 6分ですむので

すから。

これからも諌早湾干拓事業の見直しは要求され続けるでしょう。でも、生き物が死ん

でしまってから見直しをしても、非常に悲しい結果が待っているだけです。

とにかく時間がありません。水門を開けるよう、今すぐ行動を起こしましょう。

【ご協力いただきたいこと】

抗議FAX=決定権や影響力をもつ首長にできるだけ多くの抗議文を！

吉次邦夫諌早市長FAX0957-27-0111

高田勇長崎県知事FAX0958-28-7665

藤本孝雄農林水産大臣FAX-03-3501-5126

橋本龍太郎総理大臣FAX03-3581-3883 〈総理への提案FAX〉

◇ FAXの写しの送り先〈文面をお知らせいただけるど幸いです〉

諌早干潟救済本部FAX0957-23-3740, 〒854長崎県諌早市小野町 1100-16

寄付をお腰いします：運動は各自の自腹で展開しており、継続のためご支緩を！

銀行口座＝十八銀行束諌早支店普通03 0 2 7 1 

名義人：課早干潟緊急救済本部山下弘文

（イサハヤヒガタキンキュウキュウサイホンプ ヤマシタ ヒロフミ）

1 4 しろちどり I7号
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運営事務局より

＊火曜日 13・00~15:00頃まで、三璽県支部事務所で文書整理や発送なとの作業をして

います。開心のある方、手伝える方、のぞきに来てください。ただし、学校の長期休暇（春休み、

夏休み、冬休み〉はお休みです。また、木村の都合でお休みになったり、日時を変更する場合も

ありますので、来ていただく場合はあらかじめ本村にこ連絡ください。

事務所の位置は下図のとおりです。

* 1 9 9 7年度三重県支部総会において新役員が承認され、若干若返って新しい体制がスタート
しました。役員一同、責任をもって支部の運営にあたっていきますが、会員の皆様のご協力やご

参加なしには三重県支部は成り立ちません。どうかこ協力をよろしくお願い申し土げます。

＊総会の出欠ハガキでこ意見・ご提案なとをいただきありがとうございました。今後の支部運営

の参考にさせていただくつもりです。その中で、次のことについてこの紙面を借りてお返事いた

します。

◇探鳥会出席者から10 0円程度の会費を徴収して、保険料または協力費として有効活用しては

どうか。

A探烏会参加者の保険については、本部でかけておりますのでご安心ください。また、探烏会を

開催するにあたって、配布資料を準備した場合は50 0円以下の参加費をいただけることになっ

ています（宿泊費等は別）。参加黄の必要な探鳥会が企画された場合にはご協力ください。

◇会員相互の連絡、支部活動の援助のため、支部会員名簿を発行してはどうか。

A現在、会買名簿は本部に依頼して送ってもらい、 運営事務局 • 本村が口任をもって管理してい

ます。以前から支部の名簿がほしいとの声はときどき伺っておりますが、三重県支部理事会にお

いて話し合い、管埋上三重県支部の名簿は配布しないことになっています。理由は、名簿の外部

への流出を防いで個人情報を守り、三重県支部の方々にご迷惑をおかけしないためです。名簿が

手元にあると大変便利なことは十分承知しておりますし、支部の活動がより活発になることもわ

かります。今後、絶対発行されないというものではありませんが、今のところは上記の理由で発

行を考えておりません。住所や電話番号の分からない会員さんに連絡をお取りになりたい場合は、

お手数ですが運営事務局 ・木村（ ）か、相手の方のお住まいの地区代

表にお尋ねください。

◆2月の毎日新聞の「 12 5の提案」にも出ていましたが、 「われ唯足るを知る（吾唯足知）」と

いうこの言葉を、私たちは今しっかり受けとめなければならないと思います。「もっと便利に」

「もっと快適に」「もっと豊かに」と、 私たちは自然や環境を犠牲にして、果てしない欲望を満足

させようとしています。地球の美しい白然や資源は無限ではありません。今までの人間の行為が、

大気・水質汚染、オゾン層破壊、砂漠化、異常気象、酸性雨、地球温暖化などをもたらしている

のは、周知の事実です。この 「もっと 1 を果てしなく続けていけばどうなるか•••…。すでに現実

のものとして追ってきています。

（木村京子）

しるちどり I7号 1 5 



「シロチドリ」の原稿六幕隼！！

0次号 (f8号 97年8目発行）の特隼は「ツI'¥メ」です。

ツバメにまつわる話なら何でもOKI 例えば・・

あなだの街でツI'¥メの巣の多いのはとんな璃境？

面白いツバメの生態、ツバメ今昔

〇 「頁鳥か滅つだ？」と言われていますがあなだのつィー／しドではいかかですかつ

0支部への吾望 、 鳥 、 自然12ついて日頃思うこと••

お手紀に書いて、だくさんお送り下さい。

018号の原稿締め切りは7目3f日です。

編察部ー同待っています。

0原稿の送り方

(I)郵送

(2) F A X 

・cs)躍子メーIL

谷瓜勢津雄宛

谷京勢津雄宛

吉居瑞醸宛

~ 初めての編集に四苦八苦、何とか造り上げたら既に6月になっていました。次はもっと早く仕事をし

て期日までに発行したいと思っています。 ◆探烏地マップは次号までお待ち下さい。 ◆大台ヶ原へ調

査に行く途中、メジロの密猟者を発見、おとり、捕獲されたメジロ合計 12羽を放烏しました。烏獣

保護区内で繁殖期の密猟には憤り を通 り越して密猟者のもっている道具、器具類を全てたたき壊して

やろうかと思いましたが、前回没収して警察にしかられたこともあり、我慢して放烏だけで済ませま

した。 ◆イソヒヨドリがおかしい、大台町の自動車修理工場で繁殖情報を聞いたすぐ後で、松阪市の

某大手スーパーの駐車場で繁硝情報を当会会員の金子さんから聞きました。次の日行ってみると 3羽

の雛のうち 2羽は既に巣立ってしまい、 1羽だけが残っていました。そこへ牡が飛んできて一生懸命

巣立ちをうながします。 30分ほど後に雛は隣家の庭の物干し竿までの短い巣立ち飛行を決行。元気

で育ってくれと思いながら帰りました。貴重な体験ができましたが、イソヒヨドリが海岸部で繁殖で

きなくなって都市部に進入している理由を考えるとあまり喜んではいられないのではと思います。

l虞島素：·~本太:1 しろちビり第 1'7号 1 9 9 7年5月発行

表紙絵橋本太郎 題字濱田稔
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